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平成２１年度 北陸三県教育工学研究大会石川大会
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主催 石川県教育工学研究会・金沢大学人間社会学域教育学類附属教育実践支援センター

１ 開催日 平成２２年３月７日（日）

２ 会 場 金沢大学人間社会学域教育学類附属教育実践支援センター

（〒920-1192 金沢市角間町 TEL076-264-5588）
３ 日 程

受

付

挨

拶

(1)分科会

自由研究発表

［昼食］

理事会

12:20～13:20

(2)全体会

学習会

9:30 9:55 10:00 12:20 13:30 16:00

４ 内 容

（１）分科会（自由発表） １０：００～１２：２０

Ａ分科会 メディア活用・教材開発 （教育実践研究室） 座長 岡部 昌樹（金沢星稜大学）

１ ) 「習得と活用」を意識した学校図書館のあり方

～「習得と活用」を意識した調べ学習とこれまでの調べ学習の比較～

中條 敏江（白山市立湊小学校） １０：００～１０：２０

２ ) 年間計画を実施につなげる図書館運営の一取り組み

～なかなか実施されない『年間計画』を一歩進めるために～

中野 淳子（白山市立東明小学校） １０：２０～１０：４０

３ ) 授業研究支援システムの機能と活用方法の検討

篠島 祐貴（富山大学大学院） １０：４０～１１：００

４ ) ドリル教材に合わせたフラッシュ型教材の活用による新出漢字習得の効果

宮﨑 靖（砺波市立砺波東部小学校） １１：００～１１：２０

５ ) 「かけ算」の理解と習得を助ける教材開発 ～「AdobeFlashCS4」を用いて～

佐々木裕子（福井県教育工学研究会） １１：２０～１１：４０

６ ) 福井県大学間連携取組FレックスのICT基盤

篭谷 隆弘（仁愛大学） １１：４０～１２：００

７ ) 学校の情報化の促進を意図したICT活用環境と教員研修の工夫

笹原 克彦（富山市立山室中部小学校） １２：００～１２：２０

Ｂ分科会 授業設計・メディア活用 （会議室B） 座長 村井万寿夫 （金沢星稜大学）
１ ) 小学校の授業におけるハイビジョンの活用

～実験・観察・実習等を助けるカメラとディスプレイの活用～

今井 直人（白山市立蕪城小学校） １０：００～１０：２０

２ ) 表現運動の対象へのイメージ化におけるデジタルテレビの効用

島田 瑞代（白山市立蕪城小学校） １０：２０～１０：４０

３ ) ２台の大型提示装置を活用した児童が自らの考えや意見を発表する学習活動が学習者の学習



態度に与える影響 小林 祐紀（金沢市立小坂小学校） １０：４０～１１：００

４ ) 入門期の国語科における写真と挿絵の効果的な活用法の検討

～「見る」「見せる・つくる」学習活動を取り入れた「読むこと」の指導から～

西田 素子（金沢市立犀川小学校） １１：００～１１：２０

５ ) デジタルカメラを用いた授業省察における省察内容の分類

福田 晃（金沢大学教育学研究科） １１：２０～１１：４０

６ ) 話す力を育成する自己モニタリング手法を使った授業設計と効果

板岡 有子（志賀町立志賀中学校） １１：４０～１２：００

Ｃ分科会 授業設計・交流学習 （会議室A） 座長 加藤 隆弘 (金沢大学)

１ ) 生活科に学校間交流学習を絡めた相互対話力の育成 ～小学1年生での実践を通して～

西野 聡子（金沢市立浅野川小学校） １０：００～１０：２０

２ ) 内灘町ＰＲと局面国際交流 ～児童の「やりたい！」意欲を大切に

角納 裕信（内灘町立向粟崎小学校） １０：２０～１０：４０

３ ) 鑑賞学習におけるアートマイルプロジェクトの活用 ～願いや思いを形や色に……～

正木 眞紀子（金沢市立米泉小学校） １０：４０～１１：００

４ ) 国際交流のための活動を通してのコミュニケーションへの意識の変化

～アートマイルプロジェクトを中心に～

飯田 淳一（内灘町立清湖小学校） １１：００～１１：２０

５ ) 国際交流学習におけるTV会議の位置づけとその効果

～アートマイルプロジェクト及び英語活動における取り組みを通して～

清水 和久（石川県教育センター） １１：２０～１１：４０

６ ) 学校間交流を利用した国語科での推敲能力を高める指導法に関する研究

～コラボノートの活用を通して～

布川かほる（中能登町立鹿西小学校） １１：４０～１２：００

（２）全体会・学習会 １３：３０～１６：００

テーマ：「 国際交流学習実践セミナー 」

会 場：教育実践支援センター２階 教育実践研究室

（１）基調講演：塩飽 隆子（JAPAN ART MILE）

「アートマイル国際協働プロジェクトの展望」

（２）国際交流学習シンポジウム

コーディネータ：清水和久（石川県教育センター）

パネリスト：

１ 低学年の事例

「小学1年生だからこそできる、国際交流を手段とした英語活動」

金沢市立浅野川小学校教諭 西野聡子

２ 中学年の事例 「クラスの特徴を生かしたアートマイルプロジェクトとの関わり」

内灘町立西荒屋小学校教諭 本保智克

３ 高学年の事例 「台湾とのアートマイルプロジェクトを通しての学び」

金沢市立四十万小学校 坂上則子


